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1977年4月日本大学農獣医学部水産学

科（現生物資源科学部海洋生物学科）に助手

として採用されてから、「内湾底泥をめぐる

物質収支の動態解明に関する研究（農林水

産省技術会議）」の三河湾グループに属し、

このテーマでは 1981 年まで研究をさせて

いただきました。本研究の目的は同湾の有

機汚濁化の機構を解明するというものです

が、そもそも窒素やリンなどの栄養塩の河

川流入負荷量が多いのが原因であって、こ

れを削減すれば簡単に問題解決では？と私

は安易に考えていました。ところが、以下に

述べるように単純ではなかったのです。 

三河湾奥域（渥美湾）における夏季の基礎

生産量は平均的に 3.5 g C/m2/日(=290 mg・

atC/m2/日)と実測されていました。Redfield 

ratio を使うと、上記の光合成の過程で有機

物に固定される N(窒素)、P（リン）はそれ

ぞれ 42 mg・at N/m2/日、2.7 mg・atP/m2/日

となります。つまり、これだけの栄養塩が毎

日供給されないとなりません。豊川水系か

ら渥美湾に流入する N、P の負荷量は 2.8 

mg・at N/m2/日、0.24 mg・at P/m2/日で

すので、予想に反して全く足りていないと

いう計算になります。それでは、不足する分

はどこから来るのか？という疑問が生れま

す。答えから言いますと、それは底泥からの

溶出と微生物による有機物の分解、すなわ

ち湾外ではなく湾内にソースがあるのです。

これを内部（再）生産といいますが、このこ

とから、仮に流入負荷量を大幅に削減して

も当面は基礎生産量が減少することは無い、

という結論になるのです。 

 

 

 

丁度この頃、厳密には 1979 年からわが国

では水質総量規制制度が施行されました。

これは、東京湾、伊勢・三河湾、瀬戸内海の

閉鎖性海域において工場等の事業場や生活

排水などから出る汚濁物質（COD、2001 年

の第 5 次から窒素、リンが追加）の総量を

地域ごとに 5～6 年単位で削減するという

ものです。この制度の施行から約 35 年間経

過した時点での、伊勢・三河湾における窒

素・リンおよび Chl-a 濃度の変化傾向を愛

知県水産試験場が報告１）していますが、こ

れを見ると以下のとおり要約されます。す

なわち、TN（総窒素）は減少傾向がみられ、

35 年間の減少率はそれぞれ 33％、23％、減

少の大部分は DIN（溶存態無機窒素）であ

ること、リンについてもほぼ同様で TP（総

リン）の 35年間の減少率はそれぞれ 23％、

20％、この内両湾共に DIP(リン酸態リン)

の減少が大きい、しかしながら、懸濁態有機

物の指標である Chl-a 濃度は両湾共にほぼ

横ばいであった。流入負荷量は確実に減少

しているのに、なぜ Chl-a は減少していな

いのか？同報告では貧酸素水塊（ここでは

飽和度 30％以下）の面積の推移を観測して

いるが、伊勢湾では増加傾向がみられ、三河

湾では大きな年変動はあるものの横ばいま

たは微増傾向にあった。 

最近の状況はどうなっているのでしょう

か。愛知県水産試験場では例年 6月から 10

月にかけて貧酸素水塊の形成状況をモニタ

リングして「伊勢・三河湾貧酸素情報」とし

て公開しています２）。これを見ると、依然と

して横ばい状況であることが分かります。 



 

ちなみに、東京湾でも同じような貧酸素

化の状況が続いています。以上のことから、

貧酸素化の削減という観点から見れば負荷

削減はまったく効果が無かったといえるで

しょう。 

貧酸素化の元凶は永い間にわたって沈

降・堆積されたヘドロ（汚泥）で、ヘドロ内

の硫化水素が酸素を消費した結果だと考え

られます。したがって、この硫化水素を除去

することを模索しないとなりません。水質

汚濁に係わる環境基準の生活環境の保全に

関する環境基準に 2016 年度から溶存酸素

濃度が加わりましたが、類型ごとに基準値

は異なります。A 類型（水産 1 級）で 7.5mg/L

以上、B 類型（水産 2 級）で 5.0mg/L 以上、

そして C 類型（環境保全）で 2.0mg/L 以上

で す が 、 最低 で も魚 介類 が 生 息 でき る

5mg/L 以上を目指すべきでしょう。このよ

うなことから、今まで以上に底層の硫化水

素の削減に向けた環境修復策を積極的に講

ずるべきです。次回は今ある修復技術につ

いて具体的に触れてみたいと思います。 
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